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圖
H.シ ェ ー フ ァ ー 著

「近 代 デ ザ イ ンの根 」

Herwin Schaefer; 

  The roots of modern design; 

  functional tradition in the 19th century. 

      Studio Vista, London, 1970.

「近 代 デザ イ ンの根 」 と題 す る この書物 は,20世 紀 の い わ ゆ る機 能 主 義革 命 が始 ま るず

っ と以 前 か ら存 在 して いた機 能 主 義 にっ い て紹 介 して い る。 著 者 は,ニ ュ ー ヨ ー クの近 代

美 術館 の デザ イ ン部 門の 長で あ り,そ の 利点 を生 か して収 集 され た豊 富 な写 真 が,大 きな

説 得 力 を持 って い る。

ペ ヴ ス ナー が ,「 モ ダ ンデザ イ ンの展 開」 の序 の 中で"私 は 最大 の 感謝 をハ ー ウ ィン ・

シ ェー フ ァー に捧 げ る"と 語 って い る程,彼 等 は親 しい。 ペ ヴス ナー の 書物 が,モ ダ ンデ

ザ イ ンの成 立過 程 を,そ の主 た る開拓 者達 の 活 動 を叙 述 す る こ とに よ り,理 念 的 に展 開 さ

せ て い るの に対 して,シ ェー フ ァーは,よ り具体 的 な デザ イ ン所 産 の 中 にモ ダ ンデザ イ ン

の根 を探 って い る。 この二 冊 は,デ ザ イ ンの相 反 す る二 っ の性 格,す なわ ちス ター イズ ム

に立脚 した デザ イ ンと,大 衆 の 中 にア ノ ニマ ス な形 で浸 透 して い るデ ザ イ ン と を,相 補 な

い なが ら理 解 させ て くれ る。

我 々 はデ ザ イ ンにっ い て,セ ンセ ー シ ョナ ル に取 りあ げ られ た もの を中心 に考 え が ちで

あ るが,そ の よ うな ゆ き方 は あ る意味 で 危 険 で あ る。 とい うの は,そ れ等 は時代 の 中 でユ

ニ ー クで あ り,少 数派 で あ るか らで あ る。 多数 派 は コメ ン トを要 せ ず に,大 衆 の 日常生 活

の 中 にい わ ば土 着 的(vernacular)に 存 在 して い る。 シェ ー フ ァー は こ のvernacularと

い う言 葉 を繰 り返 し,使 って い る。 この 書物 は,ス タイ ル と して 洗練 され る以 前 の,物 言

わ ぬ土着 的 機 能 主 義 に光 を当て た もの で ある。 そ して,と もす れば モ ダ ンデ ザ イ ンの華 や

か な展 開 中 に切 り捨 て られが ちで あ った 土着 性 を省 み た珍 ら しい書物 で あ る とい え るだ ろ

う。 生 活 の 中で 消 耗 されて ゆ くデ ザ イ ン所 産 を元 の形 で とどめ て お くこ とは難 しい 。殆 ん

ど300枚 に も わ た る写 真 を独 自 な見 解 に基 づ いて 集 め た この よ うな書 物 は貴 重 で あ る。 作

家 や 流派 や 時代 に限定 す るこ と な く集 め た美 しい写 真 が,素 朴 で生 き生 き と した生活 の主

体 者 と して の 大衆 の息 吹 を伝 えて い る。写 真 を見 て い る だ けで楽 しい書 物 で あ る。

さて,シ ェー フ ァー に よれ ば,19世 紀 は混 沌 と して い た が,機 能 主 義 的伝 統 だ け は明 白
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な形 で存 続 して い た とい う。 以下,し ば らく彼 の指 摘 を追 っ てみ よ う。機 械 や器 具 は 殆 ん

ど200年 も以 前 か ら機能 的 形 態 が と られ てい た 。 しか し貴 族 の お も ちゃ で あ った最初 の旋

盤 や顕 微 鏡 は入 念 な装飾 を施 こ されて い た。機 械 や 器 具 が機 能 的 に な るた め には,プ ロ と

して の エ ンジニ ヤ や科 学者 の 到 来 が必 要で あ った の に対 して,輸 送 機 関 は更 に古 くか らモ

ダ ン な形 態 を とっ て来 た。 多 くの デザ イナー が,船 や 車 か ら彼 等 の機 能主 義 の ヒ ン トを得

てい る。19世 紀 の家 具 や 日常 生 活用 品 に関 して 我 々 は直 ち に装 飾 過 剰 なデザ イ ンを想 起 す

るの で あ る が,シ ェ ーフ ァー は,多 くの貧 しい 人 々,農 民 は もっ と素 朴 で機 能 的 な もの を

使 用 して い た と指摘 す る。金 属 器 や陶 器 も,素 材感 を基 調 と した簡 素 で 美 しい形 の もの が

伝 統 的 にっ く られ て い る。

と こ ろで,こ の よ うな伝 統 的 機能 主 義 と,い わゆ る機 能 主 義 とは どの よ うな関係 に あ る

ので あ ろ うか。

シ ェー フ ァーは,機 能 主義 ス タイ ル の発 祥 を新 しい道徳 と真 実 を求 め た19世 紀 の時 代 精

神 の 中 に見 い だ して い る。 デ ザ イ ンは そ こで重 大 な彼 割 を荷 う こ と にな り,多 くの芸 術 家

は,絵 画 とい う自己満 足 的 な表現 手段 を捨 て て,建 築 や 日常 生 活 用 品 の デザ イ ン に向 う。

この デザ イ ンの革 新 は,芸 術 的(decorative)な 方 向 と機 能 的(functional)な 方 向 と を持

って い た。 ヴ ァン ・デ ・ヴ ェル デ と ムテ ジウ ス との歴 史 的 論 争 の焦 点 も そ こ にあ った 。 し

か し社 会 情 勢 の中 で,装 飾 に対す る興味 は薄 れ,一 般 消費 者 の た め如何 に機 能的 にデ ザ イ

ンす るかが 中 心課 題 とな って い っ た。 ムテ ジウ ス,ベ ー レ ンス,グ ロ ピウ ス,そ して サ リ

バ ン,ラ イ ト,グ リ ノー,ロ ー ス等 の機 能 主義 的 傾 向 を もっ デザ イナ ー や建 築家 が続 々 と

誕 生 す る。 ロー ス は,芸 術 とデ ザ イ ンを明確 に区別 し,有 用 な もの は徹 底 的 に使 いや す く

しな けれ ば な らな い と して,現 代 生 活 か ら,装 飾 をの ぞ き去 る こ と に情 熱 を傾 け た。 ベ ー

レ ンス は,1907年 にAEG(AllegemeineElektrizitatsGesellschaft)の ため にデザ イ

ン を行 な い,工 業 デザ イ ンの端緒 とな った。

しか し,シ ェー フ ァー は,19世 紀 を通 して 制作 された機 能的 なモ ダ ンデザ イ ンは,こ れ

らの デ ザ イ ナー や建 築 家達 の情 熱 に よ って新 し くっ くりだ され た も の とい うよ り,イ ギ リ

ス ・アメ リカ ・ドイ ツ な ど,至 る処 で 続 い てい た土 着 的伝 統 的機 能 主 義 の結 果 で あ っ た と

断 言 す る。 そ して,こ の伝 統 的 機能 主 義 は,20世 紀 前 半 に発展 した モ ダ ンス タ イル の刺激

剤 で あ り,思 想 的基 礎 で あっ た が,い わゆ る機 能主 義 と同 一 で は ない こ と を強 調 して い る。

確 か にモ ダ ンスタ イ ル(機 能 主 義 あ るいは国 際 様式)は,19世 紀 の伝 統 的機 能 主 羮 をふ ま

え,過 去 の様 式 か ら離 脱 した主 義 を確 立 した とい え るだ ろ うが,彼 に よ れば そ れは,現 実

に は キ ュー ビズ ムの カ ノ ン に支配 され た幾 何 学 的形 態 のス タイ ル で あ っ た。 モ ダ ンデザ イ

ンの主 要 な形 態 が幾 何 学 的 で あ る こ とは,そ の 後 の展 開の 一 っ で あ る流 線 形 の ス タイ ル と
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と もに,一 般 には機 能 的適 合性 とい うこ とで 説 明 さ れて きた が,実 際 に は単 に感 覚 的 に ア

ピー ルす るだ け で機 能 に無 関係 な形 態 が 多か っ た。

シェ ー フ ァー の言 葉 は,い わ ゆ る機 能 美 を強 調 した 家庭 用 品 が機械 との ア ナ ロ ジー に よ

っ て強 要 され た一 種 の ま やか しで あ り,単 な る ソ フ ィス テ ィケー シ ョ ンで は な かっ た か と

い う我 々 の反 省 を根 拠 づ けて くれ る。 それ は機 械 時 代 を積 極 的 に生 きよ う とす る態度 の 証

しで あ り,機 能 性 を強調 した美 的 シ ンボ ル で あ った か も しれ ない 。 しか し,生 活 用 品 が本

来 荷 って い る素 朴 な土 着 性 を捨 象 して しまい,生 活 とい うそ も そも泥 臭 い場 の 中 で,孤 独

に と りす ま した もので は なか った か。

シェ ー フ ァー は ひ きつ づ き次 の よ うに述 べ て い る。1930-40年 代 に頻繁 に開催 さ れた ,

"U
sefulObjects","GoodDesign","EverydayArt"等 の展 示 会 は1950年 代 には殆ん

ど完 全 に姿 を消 した。 戦争 の間 の創 造期 の 後 に訪 れ たモ ダ ンデ ザ イ ンの展 示 期 も終 り,デ

ザ イ ンは後 期 モ ダ ン時代(Postmodernera)と も言 うべ き時 代 に入 っ て い る。今世 紀 の

前半 に理 解 され て いた よ うなモ ダ ンデザ イ ンは も はや 現代 を支 配 す る様 式 と しての權滅 を

持 ち得 ない 。 明 らか に流 行 遅 れで あ る。 しか し,19世 紀 の機 能 主 義的 伝 統 は,モ ダ ンデザ

イ ンが花 開 く根 と なっ た と同 じよ うに,再 び飛 躍 しよ う とす る今 日の デザ イ ンの根 に な る

で あ ろ う。形 態 は技術 に よ って 変 化 す るが,し か し19世 紀 に その形 態 を生 み だ した機 能 主

義 的伝 統 の論 理 は未 来の 形態 に も適 用 され るもの で あ る と シ ェー フ ァ ー は結 んで い る。

工 業 デザ イ ン が転 換 期 を迎 えた現 在,モ ダ ンデ ザ イ ンの根 本 を問 い直 した この 書物 は,

時 を得 た貴 重 な書物 で あ る。技術 的進 歩 が メ カニ カ ル な形 態 に限定 す る必要 を な く した 現

代 こそ,も う一 度人 間 を中心 と した機能 主 義 を甦 らす こ との で きる時 代 で は なか ろ うか。

現代 の デザ イ ンは,シ ェ ー フ ァー の指摘 す る よ うに,ア ー ルヌ ー ボー や ア ール デ コの 安 易

な リバ イバ ル に終 るべ きで はな く,現 代 生 活 にお け る機 能 性 とは何 か とい う問 の 中 か ら新

し く創 造 され な け れ ばな らない。

松下電器産 業株式会 社意匠部 羽生 清
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